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園長先生からのメッセージ

12月の行事
7日(土）生活発表会

11日(水）ミニ生活発表会

12日(木）あだち園との交流（きりん組）

17日(火）お作法（きりん組）

21日(土）もちつき

23日(月）英語あそび（きりん組）

25日(水）誕生会

25日(水）おわりの会

年末年始のお知らせ

12/29～1/3までは保育園は

休園です。体調に気を付けて、

楽しんでお過ごしください。

いっきにイチョウや桜の落ち葉が園庭を埋め尽くし、「きれいだなー」と鑑賞する

反面、かき集める量の多さにお掃除も大変な様子です。

さて、今月の予定では生活発表会やもちつき、クリスマス、お正月と季節の行事が

足早にすぎていく感じですが、視点を変えると子ども達にとっては楽しい月ですね。

大人にとってはどうでしょうか？気忙しい？新年に備えて等バタバタしそうですか？

子ども達の成長を喜んでいただく月でもあり、１年を振り返り、一つの締めくくりを

ご家族で楽しんでいただきたいと思います。

一つ一つの経験が子ども達の成長につながるように努力してまいりますので、

「ほめて認めて育てる子育て」をご一緒にがんばりましょう。そして、子ども達に

視点をおいた保育ができますように、皆様にもご協力・ご理解をよろしくお願い

いたします。

今月は子ども達の成長を再確認しながら、諸行事が思い出につながるように充実した

月にしたいと考えていますので、ご一緒に一つ一つの行事や出来事を楽しみながら、

新年を迎えていただけますように・・・。また、元気に子ども達と新しい年を

迎えたいと考えています。

ミニ生活発表会のお知らせ

12/11（水）10：00より、

ミニ発表会を行います。

発表会に見に来れない方

もう一度見たい方

沢山のご参加お待ちしています。



今月は、ばんび組 の好きな歌

ベスト3を紹介します

1 やまのかき

2 どんぐりころころ

3 くり

きりん組

(５歳児)

うさぎ組

(４歳児)

ばんび組

(2歳児)

こあら組

(1歳児)

☆クラスだより☆ ☆教育

★養護

ひよこ組

(0歳児)

☆友だちと協力しながら活動に参加し

見通しをもって過ごす

★丁寧な手洗いを意識し、感染症予防に

つとめる

☆年末年始の行事に興味・関心を持って

意味を理解して楽しんで参加する

★体調の変化に気付き自ら知らせたり予防

しようとしたり出来るようにする

☆保育者や友だちと遊ぶ中で真似したり

思い思いに表現したりすることを楽しむ

★個々の成長段階に合った表現で自分の

思いを伝えられるようにする

☆冬の生活の仕方を知り、身のまわりの

ことを自分からしようとする

★一人ひとりの体調に留意し健康に

過ごせるようにする

生活発表会に向け毎日、表現あそびを楽しんで

いる子どもたち！！ステージの上での表現にも

慣れ色や形、数を口々に大きな声で言えるように

なってきました。また日頃から親しんでいる歌を

表現を交えながら楽しんで歌っています。

出来た事を自信に繋げ次のステップにと

楽しんで活動していきます。12月はクリスマス

などを体験しながら色んな行事に触れていきます。

絵本のセリフを大きな声で言ったり、鍵盤

ハーモニカの階名を覚えたり、楽しみながら

発表会に向けて取り組んでいます。12月は

一年の締めくくりの年です。大掃除や年明けに

向けて一つ一つ理解して取り組めるように

します。また、寒くなってきたので自ら衣服の

調整をしたり、体調が悪い時は自分から知らせ

られるようにしていきます。

先月は友だちと一緒に表現あそびに取り組み

ました。また、園庭の落ち葉を拾ったり、

どんぐりを拾ったりして秋の自然に触れました。

今月は冬に入り、寒さも増してくる中で

防寒具の着脱や片付け等を自分から出来るように

促します。また、体調を崩しやすくなるので

崩さないよう室温や体調等に留意します。

☆保育者と一緒に手先や指先を使った

遊びを楽しむ

★苦手な食材も自分から少しずつ食べて

みようとする

絵本を通して言葉を真似したり、体を使って

表現を笑顔で喜び楽しむ姿が見られる子ども達

です。その楽しむ姿をお互いに真似をし共感

する姿が多く見られるので、十分喜びが味わ

えるように仲立ちをしています。

今月は手先や指先を使った手作り玩具や

素材を使って遊びが十分楽しめるようにします。

寒くなり風邪をひきやすい時期にもなって

きました。しっかり食べ健康で過ごせるよう

意欲を引き出し食べる喜びが味わえるように

します。

あけぼのベスト3
りす組

(３歳児)

ピアニー演奏や表現あそびの取り組みの中で

「自分で出来るようになった」喜びを味わい

それを友だちのために「教えてあげる、

伝える」という友だちとのつながりが見られて

います。これまでに経験をした行事から

「協力する」ということで、みんなで達成感を

味わう喜びをし、より一層仲が深まる様子が

見られます。今月は、冬という季節を感じ

ながら、様々な活動に意欲的に取り組んで

いきます。また子どもたち自身も感染症予防を

知り、取り組めるように配慮します。

☆保育者や友だちとごっこあそびや

表現あそびを楽しむ

★一人ひとりの体調に気をつけ寒さに

負けず元気に過ごせる様にする


